
日常から仕事へ。自然とオンとオフが切り替わる。

奥さんが家いる間は静かな庭に面するホームオフィスで落ち着いて仕

事、奥さんが買い物に行っている間は賑わいの庭で遊ぶ子供たちを

見守りながら仕事し、中間領域のデッキを超えて母屋に入るとき「サ

ラリーマン」から「お父さん」に気持ちが自然と切り替わる。

短手立面図 S=1:100

伝統的な日本の住宅は複数の箱をつなげた形として現れ、庭は建物

と等価に扱われてきた。しかし、最近は大きな箱を区切って部屋を

作り、余ったところが庭となるような家が増え、庭の魅力は激減して

しまった。

家を生活の基盤となる母屋と、生活を支える下屋に分割し、それぞ

れを個別に作って組み合わせ、庭との関係を考えながらつなげる計

画とする。これにより、敷地に多様な余白が生まれ、余白は豊かな

庭となり周囲の環境とつながる力を持つ。性質の違う３つの庭が生活

を彩る。

今と昔の家と庭

小さな家が作る豊かな庭

子育てと仕事を切り替える離れ
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短手断面図 AA’ S=1:100

床：
土間コンクリート

金ごて押さえ t=70mm
スタイロかさ上げ

デッキ：
スギ板張り t=20mm

桁：
ヒノキ120×210mm

垂木：
ヒノキ45×75mm

胴差：
ヒノキ120×210mm

外壁：
カラーモルタル
掻き落とし仕上げ

床：
スギ フローリング

屋根：
ガルバリウム鋼板 t=0.35mm
アスファルトルーフィングシート
防湿シート
野地板 t=12mm
スタイロフォーム t=200mm
構造用合板 t=24mm
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敷地面積：396m²

延床面積：134m²

1 階床面積：103.3m²

2 階床面積：30.7m²

ホームオフィス

ダイニングから土間、半屋外のデッキまでが段差なしに繋がることで、

家の外と中が連続する構成になっている。料理をする母、庭で園芸をす

る父と畳コーナーで遊ぶ子供たちはそれぞれ別のことをしながらもお互

いにゆるくつながっている。

長手立面図 S=1:100

洗濯スペースから、ファミリークローゼット、干し場までが一直線

に並んだ使いやすい動線をとっており、取り込んだ洗濯物は畳エ

リアで畳んでファミリークローゼットにすぐにしまえる最短家事動線

で忙しい両親も子供との時間を確保。

離れは家族のステップに合わせた様々な使い方が出来る。子育てが

終われば２階はゲストルームになり夫婦の生活は１階で生活は完結す

る。広い家に住むのがつらくなり畳スペースに布団を敷くようになれ

ば離れは貸し出すこともできる。

04 05 06ダイニングから庭までつながる土間 子育てを楽しむ短い家事動線 今と老後を楽しむ２つの屋根

1 階 平面図 S=1:100

2階 平面図 S=1:100

みんなの庭

大きなデッキは子どもたちの遊び場に

連続するデッキ空間

ダイニングから庭まで一直線につながる

家族の庭
出迎えの庭

すぐ畳める

すぐ干せる

仕事場から見える静かな庭

読書の庭

すぐしまえるファミリークローゼット

動線の中心となる家事コーナー

一直線に並ぶ家事動線
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